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関
す
る
広
報
活
動
に
つ
い
て
問
う
。

答
本
市
の
広
報
媒
体
や
出
前
講
座
、

避
難
訓
練
な
ど
の
機
会
を
利
用
し
、
飼

い
主
へ
の
災
害
に
対
す
る
備
え
と
し

て
、
ペ
ッ
ト
の
適
正
な
飼
育
の
必
要
性

や
災
害
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
普
及

啓
発
し
、
更
に
ペ
ッ
ト
を
飼
育
さ
れ
て

い
な
い
市
民
に
は
、
避
難
所
で
の
ペ
ッ

ト
や
補
助
犬
の
対
応
に
つ
い
て
啓
発
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
や
県
獣
医

師
会
と
の
連
携
及
び
市
民
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
問
う
。

答
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
が
定
期
的

に
実
施
し
て
い
る
ペ
ッ
ト
防
災
セ
ミ

ナ
ー
等
へ
の
参
加
促
進
や
災
害
発
生
時

の
体
制
整
備
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携

に
努
め
て
い
く
。
ま
た
、
動
物
病
院
等

の
協
力
を
得
て
、
飼
い
主
に
避
難
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
こ
と

は
、
飼
い
主
の
意
向
を
把
握
す
る
有
効

な
手
段
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今

後
、
実
施
方
法

な
ど
を
検
討
し

て
い
く
。

ペ
ッ
ト
な
ど
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

問
ペ
ッ
ト
や
補
助
犬
同
行
で
の
避
難

所
受
入
れ
に
つ
い
て
問
う
。

答
本
市
で
は
、
ペ
ッ
ト
と
同
行
避
難

す
る
場
合
、
他
の
避
難
者
と
同
じ
室
内

と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
飼
い
主

の
自
己
責
任
の
も
と
、
軒
下
な
ど
屋
根

の
あ
る
ス
ペ
ー
ス
で
ケ
ー
ジ
に
入
れ
た

り
、
避
難
所
の
駐
車
場
な
ど
で
の
車
中

避
難
を
検
討
す
る
こ
と
を
案
内
し
て
い

る
。

　
補
助
犬
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者

補
助
犬
法
に
よ
り
、
身
体
に
障
害
の
あ

る
人
と
一
緒
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
に
い
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

る
人
も
い
る
こ
と
か
ら
、
可
能
な
限

り
、
他
の
避
難
者
と
の
間
隔
を
空
け
る

な
ど
配
慮
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
ペ
ッ
ト
ス
ペ
ー
ス
の
屋
内
設
置
に

つ
い
て
問
う
。

答
現
在
、
屋
内
で
飼
わ
れ
て
い
る

ペ
ッ
ト
は
多
い
と
考
え
ら
れ
、
避
難
所

に
お
い
て
も
、
可
能
な
限
り
考
慮
す
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
避
難

所
と
な
る
施
設
の
管
理
者
や
避
難
所
運

営
に
ご
協
力
頂
く
自
主
防
災
組
織
と
協

議
を
し
て
い
く
。

問
ペ
ッ
ト
や
補
助
犬
の
災
害
対
策
に

※各議員のＱＲコードを読み取っていただくと、それぞれの総括質問をご覧いただけます。
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総　　括　　質　　問

え
、
地
域
移
行
を
進
め
る
た
め
緊
急
時

の
相
談
支
援
体
制
整
備
と
、
体
験
等
を

通
じ
、
生
活
の
場
を
移
行
し
や
す
く
す

る
支
援
体
制
の
整
備
で
あ
る
。

　
相
談
と
地
域
の
体
制
づ
く
り
は
相
談

支
援
事
業
所
に
委
託
、
体
験
の
機
会
は

既
存
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に

お
い
て
受
け
ら
れ
る
体
制
が
出
来
て
い

る
。

　
専
門
的
人
材
確
保
、
養
成
は
地
域
自

立
支
援
協
議
会
に
お
い
て
課
題
協
議
や

研
修
会
を
実
施
。
緊
急
対
応
は
短
期
入

所
事
業
所
５
ヵ
所
と
相
談
支
援
事
業
所

３
ヵ
所
と
契
約
締
結
し
、
支
援
拠
点
の

機
能
は
確
保
出
来
て
い
る
。

　
な
お
、
令
和
５
年
度
予
算
は
18
万
８

千
円
で
あ
る
。

問
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
の
把
握
状

況
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

答
地
域
課
題
の
把
握
、
対
策
は
障
害

者
プ
ラ
ン
策
定
に
合
わ
せ
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
関
係
者
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
の
意
見
を
基
に
、
地
域
自
立
支
援

協
議
会
や
関
係
機
関
と
協
議
し
、
対
策

を
検
討
、
実
施
し
て
い
る
。

　
今
後
も
事
業
所
と
連
携
し
、
緊
急
事

態
と
地
域
移
行
の
支
援
を
進
め
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り
組
む
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
生
活
支

援
拠
点
事
業
に
つ
い
て

問
障
が
い
者
の
重
度
化
、
高
齢
化
や

親
亡
き
後
を
見
据
え
た
、
居
住
支
援
の

た
め
の
機
能
（
相
談
、
緊
急
時
の
受
入

れ
・
対
応
、
体
験
の
機
会
・
場
、
専
門

的
人
材
の
確
保
・
養
成
、
地
域
の
体
制

づ
く
り
）
に
つ
い
て
、
地
域
全
体
で
支

え
る
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整
備
を
、

国
が
呼
び
か
け
て
い
る
中
、
支
援
事
業

の
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
対
象
と
な
る
障
が

い
者
数
、
利
用
状
況
、
相
談
件
数
、
相

談
支
援
専
門
員
の
配
置
と
取
組
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

答
障
害
者
手
帳
所
持
者
６
１
１
９
人

の
う
ち
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
１
４
０

９
人
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
の
相
談
件

数
が
年
間
２
４
１
４
件
、
そ
の
他
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
が
１
万
８
８
３
０
件
あ
る
。

　
相
談
支
援
専
門
員
は
本
市
15
ヵ
所
の

相
談
支
援
事
業
所
に
45
人
が
従
事
し
て

い
る
。
緊
急
時
を
含
め
た
24
時
間
相
談

対
応
は
、
地
域
生
活
支
援
拠
点
事
業
に

登
録
す
る
こ
と
で
、
利
用
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。

問
本
事
業
の
内
容
、
利
用
状
況
、
予

算
規
模
、
整
備
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

答
在
宅
の
障
が
い
者
の
高
齢
化
に
備

中
なか

迫
さこ

 勇
ゆう

三
ぞう

▪�

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
地
域
生
活

支
援
拠
点
等
事
業
に
つ
い
て

▪�

脱
炭
素
社
会
推
進
事
業
の
太
陽
光
発

電
設
備
補
助
事
業
の
取
組
に
つ
い
て

に
提
出
を
求
め
る
こ
と
。
②
３
者
の
協

定
書
を
条
例
に
入
れ
て
こ
そ
機
能
す
る

の
で
は
。
③
国
も
立
入
調
査
の
強
化
を

求
め
て
い
る
。「
事
業
者
の
任
意
の
協

力
」
を
入
れ
た
条
例
は
他
市
に
も
な

く
、
本
市
も
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

答
①
県
と
同
時
期
の
提
出
だ
が
、
本

市
へ
の
提
出
に
よ
り
助
言
・
指
導
を
行

う
の
で
実
行
性
が
あ
る
。
②
３
者
協
議

の
義
務
付
け
は
法
令
に
抵
触
す
る
と
考

え
ら
れ
る
た
め
困
難
だ
。
③
他
市
と
同

様
の
立
入
検
査
に
す
る
か
否
か
は
今
後

検
討
し
た
い
。

意
見
市
長
は
熟
慮
し
て
条
例
の
考
え

方
を
示
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
内
容
か

ら
は
読
み
取
れ
な
い
。
根
本
的
改
善
を

求
め
る
。

歩
行
者
の
交
通
安
全
対
策
の
強
化
を

問
歩
行
者
の
交
通
事
故
の
現
状
は
。

生
活
道
路
の
安
全
対
策
強
化
の
た
め
、

消
え
た
白
線
、
道
路
照
明
灯
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
設
置
な
ど
の
安
全
対
策
を
抜
本

的
に
強
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
令
和
５
年
中
の
交
通
事
故
発
生
は

１
０
１
件
で
、
横
断
中
の
６
件
を
含
む

歩
行
者
事
故
は
13
件
で
あ
る
。
通
学
路

の
合
同
点
検
を
実
施
し
て
い
る
が
今
後

も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
。

市
民
が
求
め
る
水
源
保
全
条
例
を

問
本
郷
産
廃
処
分
場
の
建
設
、
操
業

を
め
ぐ
り
地
域
住
民
は
不
安
と
恐
怖
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
本
市
が
制
定
す
る

条
例
は
市
民
が
安
心
で
き
る
内
容
に
す

べ
き
と
考
え
、
次
の
６
点
を
問
う
。

①
産
廃
施
設
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
。

②
事
前
計
画
書
の
提
出
を
求
め
る
こ

と
。
③
事
業
者
は
許
可
申
請
前
に
市
長

と
環
境
保
全
協
定
を
結
ぶ
こ
と
。
④
協

定
書
の
締
結
な
く
設
置
し
て
は
な
ら
な

い
と
す
る
こ
と
。
⑤
立
入
検
査
は
「
事

業
者
の
任
意
の
協
力
」
と
し
な
い
こ

と
。
⑥
審
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
。

答
①
対
象
事
業
と
し
て
産
廃
処
理
施

設
を
明
記
す
る
予
定
。
②
事
前
計
画
書

の
提
出
時
期
は
県
の
事
前
協
議
と
同
時

期
を
考
え
て
い
る
。
③
市・関
係
住
民・

事
業
者
に
よ
る
３
者
協
定
は
運
用
で
の

実
施
を
考
え
て
い
る
。
④
協
定
締
結
を

設
置
要
件
に
す
る
こ
と
は
立
地
規
制
に

つ
な
が
り
、
法
令
に
抵
触
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
で
き
な
い
。
⑤
「
事
業
者

の
任
意
の
協
力
」
を
入
れ
る
か
否
か
は

検
討
す
る
。
⑥
審
議
会
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い
が
専
門
家
へ
の
相
談
体
制
整

備
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問
①
事
前
計
画
書
は
県
よ
り
先
に
市

寺
てら

田
だ

 元
もと

子
こ

▪�

市
民
が
求
め
る
水
道
水
源
保
護
条
例
に

つ
い
て

▪�

本
郷
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
め
ぐ

る
今
後
の
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

▪�

新
た
な
清
掃
工
場
の
考
え
方
と
ご
み
減

量
化
に
つ
い
て

▪�

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
設
置
に
つ
い
て

▪�

生
活
道
路
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
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問
⑥
鷺
島
航
路
の
運
賃
補
助
廃
止
は

離
島
切
り
捨
て
で
は
な
い
か
。

答
運
賃
補
助
で
は
な
く
航
路
事
業
者

支
援
で
定
期
航
路
の
維
持
に
努
め
る
。

問
⑦
デ
ジ
タ
ル
化
の
陰
で
、
従
来
の

手
続
き
が
不
便
な
ま
ま
で
は
な
い
か
。

答
デ
ジ
タ
ル
化
を
更
に
進
め
、
従
来

の
手
続
き
も
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
。

問
⑧
本
市
の
一
昨
年
の
死
者
は
前
年

よ
り
15
％
も
多
い
１
５
０
０
人
で
あ

り
、
市
長
が
進
め
た
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
間
違
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。

答
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
令
和
3
年
の
死

者
数
は
97
％
減
少
し
た
と
い
う
調
査
結

果
も
あ
る
。
死
者
増
加
は
高
齢
化
の
進

行
も
あ
り
、判
断
は
間
違
っ
て
い
な
い
。

問
⑨
市
長
等
の
期
末
手
当
の
引
上

は
、
現
状
で
は
不
適
切
で
は
な
い
か
。

答
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
の
大
多

数
の
承
認
に
よ
り
、
市
民
の
理
解
も
得

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問
⑩
市
長
が
制
定
を
進
め
る
水
源
保

全
条
例
は
立
地
規
制
も
立
入
検
査
権
も

罰
則
も
な
く
、
実
効
性
は
あ
る
の
か
。

答
行
政
処
分
は
実
施
せ
ず
行
政
指
導

の
範
囲
で
は
あ
る
が
、
実
効
性
は
増
す

と
考
え
る
。

岡
田
市
長
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

問
①
本
郷
産
廃
処
分
場
問
題
に
つ
い

て
市
長
は
、
検
査
結
果
は
隠
蔽
を
続
け

汚
染
水
の
独
自
検
査
は
せ
ず
、
林
地
開

発
許
可
の
取
消
も
せ
ず
、
稲
が
枯
れ
て

も
支
援
し
な
い
。
住
民
を
見
殺
し
に
し
、

業
者
を
優
先
す
る
よ
う
な
対
応
を
道
義
的

に
正
し
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
本
市
と
し
て
は
市
民
の
皆
様
の
要

望
全
て
に
対
応
は
で
き
な
い
が
、
法
令

遵
守
を
基
本
と
し
、
市
の
役
割
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
進
め
て
き
た
。

問
②
市
長
の
農
業
政
策
は
全
く
効
果

が
出
て
お
ら
ず
、
失
敗
で
は
な
い
か
。

答
生
産
性
を
高
め
る
事
業
が
重
要
と

考
え
て
お
り
今
後
も
支
援
を
続
け
る
。

問
③
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
値
上
げ
を

市
長
は
正
し
い
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答
適
正
な
受
益
者
負
担
に
よ
る
財
源

確
保
が
必
要
で
あ
る
。

問
④
県
内
最
低
の
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル

率
が
続
く
の
は
、
市
長
の
判
断
か
。

答
市
長
が
先
頭
に
立
ち
、
引
き
続
き

減
量
化
、
再
資
源
化
に
取
り
組
む
。

問
⑤
本
市
の
不
登
校
率
が
突
出
し
て

高
い
の
は
市
長
の
責
任
で
は
な
い
か
。

答
来
年
度
、
相
談
員
の
増
員
等
、
よ

り
一
層
支
援
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。

角
すみ

広
ひろ

 寛
ゆたか

▪�

岡
田
市
長
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

連
携
、
地
域
と
の
協
力
・
連
携
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

こ
ど
も
お
し
ご
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て

問
今
年
度
、
小
学
生
を
対
象
に
行
っ

た
こ
の
取
組
は
、
体
験
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
素
晴
ら
し
い
事
業
だ
と
期
待
を

し
て
い
た
が
、
事
業
の
内
容
と
成
果
、

課
題
と
来
年
度
か
ら
の
方
針
を
問
う
。

答
将
来
の
夢
や
可
能
性
を
広
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
仕
事
を
テ
ー
マ
と

す
る
体
験
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
、
オ
ン
ラ

イ
ン
講
座
、
映
像
コ
ー
ナ
ー
で
の
情
報

発
信
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
実
施

し
、
２
月
末
時
点
の
参
加
人
数
は
１
５

０
０
人
を
超
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
９
割

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
。

　
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
希
望
す

る
講
座
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
令
和
６

年
度
は
、
講
座
の
複
数
回
開
催
や
新
し

い
分
野
の
仕
事
・
職
種
の
拡
大
、
低
学

年
を
対
象
と
し
た
講
座
の
開
催
な
ど
に

取
り
組
む
。

　
こ
の
事
業
を
体
験
し
た
子
ど
も
た
ち

が
、
将
来
、
社
会
で
活
躍
し
、
三
原
で

育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
ま
ち
を

支
え
て
い
く
人
材
と
な
る
よ
う
、
全
力

で
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

地
域
共
生
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

問
本
年
度
、
地
域
共
生
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
た
が
、
取
り
組
み
内
容
と
成

果
、
課
題
及
び
今
後
の
方
針
を
問
う
。

答
三
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携

し
た
地
域
共
生
セ
ン
タ
ー
の
設
置
と
、

保
健
福
祉
部
と
こ
ど
も
部
各
課
へ
の
地

域
共
生
担
当
配
置
に
よ
り
、
横
断
的
な

体
制
を
構
築
し
た
。
市
民
か
ら
の
相
談

は
、
高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
や
自
立
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
市
民
に
と
っ

て
身
近
な
相
談
窓
口
で
受
け
付
け
、
必

要
に
応
じ
て
市
の
担
当
課
や
地
域
共
生

セ
ン
タ
ー
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
。
複
合

的
で
困
難
な
課
題
を
抱
え
る
世
帯
に
対

し
て
は
、
福
祉
、
医
療
、
教
育
、
警
察

な
ど
多
機
関
と
協
働
し
、
支
援
会
議
等

を
通
じ
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
１
月
末
ま
で
に
15
世
帯
36
人
の
支
援

に
取
り
組
み
、
３
世
帯
５
人
の
課
題
解

決
を
達
成
し
た
一
方
で
、
問
題
が
深
刻

化
す
る
ま
で
相
談
窓
口
に
つ
な
が
ら
な

い
と
い
う
課
題
も
存
在
す
る
。

　
今
後
は
、
地
域
共
生
セ
ン
タ
ー
を
ハ

ブ
と
し
て
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど

も
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
窓
口
の
連
携

強
化
、
三
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

住
すみ

田
だ

 誠
まこと

▪�

地
域
共
生
社
会
の
推
進
に
つ
い
て

▪�

こ
ど
も
お
し
ご
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

つ
い
て
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個
人
宅
や
事
業
所
、
商
業
施
設
等
生
活

用
水
と
し
て
利
用
で
き
る
井
戸
を
調
査

し
、
開
放
で
き
る
よ
う
お
願
い
し
公
表

し
て
は
ど
う
か
。

答
多
く
の
自
治
体
で
災
害
時
に
使
用

で
き
る
井
戸
の
事
前
登
録
制
度
の
導
入

が
進
ん
で
い
る
。
本
市
も
他
自
治
体
を

参
考
に
、
事
業
者
所
有
の
井
戸
も
含
め

た
事
前
登
録
制
度
の
検
討
を
進
め
る
。

問
避
難
時
に
、
車
中
泊
す
る
人
が
増

え
て
い
る
と
聞
く
が
、
駐
車
場
所
の
確

保
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
市
民
避
難
行
動
促
進
「
三
原
ス
タ

イ
ル
」
構
築
連
携
協
議
会
の
協
力
を
得

な
が
ら
避
難
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
企
業
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
活
用

や
車
中
泊
の
避
難
者
へ
の
対
応
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

問
平
成
30
年
の
災
害
時
、
断
水
に
な

り
、
西
野
浄
水
場
へ
給
水
に
来
る
車
で

周
辺
に
大
渋
滞
が
発
生
し
た
。
つ
い
て

は
、
浄
水
場
西
側
に
進
入
路
を
新
設
し

て
は
ど
う
か
。

答
西
野
浄
水
場
は
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

施
設
で
あ
る
。
県
水
道
広
域
連
合
企
業

団
は
、
宮
浦
浄
水
場
の
移
転
を
計
画
し

て
お
り
、
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
連
携

し
検
討
し
て
い
く
。

財
政
の
弾
力
的
な
運
用
に
つ
い
て

問
各
担
当
課
の
維
持
管
理
費
や
維
持

修
理
費
が
毎
年
徐
々
に
カ
ッ
ト
さ
れ
て

き
た
た
め
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響

が
出
て
い
る
が
、
配
慮
で
き
な
い
か
。

答
施
設
等
の
維
持
管
理
、
維
持
修
繕

に
係
る
予
算
の
増
額
に
つ
い
て
、
適
切

な
管
理
及
び
市
内
事
業
者
の
経
営
の
安

定
も
踏
ま
え
、
引
き
続
き
一
般
財
源
を

十
分
に
勘
案
し
な
が
ら
、
弾
力
的
な
予

算
配
分
に
努
め
、
市
民
及
び
事
業
者
の

要
望
に
対
応
し
て
い
く
。

問
ま
ち
づ
く
り
の
ハ
ー
ド
面
に
向
け

た
財
政
の
未
来
投
資
を
行
っ
て
は
ど
う

か
と
思
う
が
市
長
の
考
え
を
問
う
。

答
ハ
ー
ド
整
備
は
、
※
ス
ト
ッ
ク
効

果
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
、
ま
ち
の
成

長
に
繋
げ
る
こ
と
が
重
要
。
そ
の
上

で
、
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
未
来
投
資

に
必
要
な
事
業
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確

に
示
し
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
に
か
か
わ

ら
ず
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

※�
ス
ト
ッ
ク
効
果
と
は
…
整
備
さ
れ

た
社
会
資
本
が
機
能
す
る
こ
と
に
よ

り
、
整
備
直
後
か
ら
中
長
期
に
わ

た
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

災
害
対
策
に
つ
い
て

問
災
害
時
の
生
活
用
水
確
保
の
た
め

仁
に

ノ
の

岡
おか

 範
のり

之
ゆき

▪�

財
政
の
弾
力
的
な
運
用
に
つ
い
て

▪�

災
害
対
応
に
つ
い
て

０
２
４
年
度
予
算
に
所
要
額
を
計
上

し
、
備
蓄
を
進
め
て
い
る
。
１
日
２
食

を
め
ど
に
ア
ル
フ
ァ
米
の
お
か
ゆ
、
粉

ミ
ル
ク
、
米
粉
ラ
イ
ス
ク
ッ
キ
ー
を
備

蓄
し
て
い
る
。

　
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、
組
立
て
式
の

簡
易
ト
イ
レ
と
凝
固
剤
を
備
蓄
し
て
お

り
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
お
む
つ

用
お
尻
拭
き
の
ほ
か
、
子
ど
も
用
お
む

つ
や
大
人
用
お
む
つ
は
サ
イ
ズ
別
に
、

尿
パ
ッ
ド
や
生
理
用
品
は
日
中
用
と
夜

用
を
そ
れ
ぞ
れ
備
蓄
す
る
な
ど
、
高
齢

者
や
乳
幼
児
、
女
性
に
配
慮
し
た
き
め

細
や
か
な
備
蓄
に
努
め
て
い
る
。

　
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
要
配
慮
者

へ
配
慮
し
、
少
し
で
も
過
ご
し
や
す
い

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

　
避
難
所
利
用
困
難
者
の
た
め
に
福
祉

避
難
所
の
設
置
等
に
関
し
て
38
箇
所
の

福
祉
、
介
護
、
障
害
者
施
設
と
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。

　
児
童
・
生
徒
の
学
力
を
守
る
た
め
、

２
週
間
を
め
ど
に
授
業
の
再
開
を
め
ざ

し
て
い
る
。

　
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
確
保
は
、
通

報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
に
よ
り
早
期

発
見
と
措
置
・
修
繕
に
努
め
て
お
り
、

今
後
も
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

地
震
が
起
き
た
と
き
の
対
応
に
つ
い
て

問
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
は
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
２
０
０
１
年

３
月
24
日
に
、
安
芸
灘
地
震
で
大
き
な

被
害
を
受
け
て
い
る
。
い
つ
襲
い
か
か

る
か
わ
か
ら
な
い
被
害
に
対
し
て
、
被

災
後
の
体
制
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
問
う
。

①
本
市
に
係
る
活
断
層
の
存
在
は
。
そ

の
断
層
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
地
震
の

被
害
は
。

答
①
県
報
告
書
で
は
、
本
市
に
は
活

断
層
は
な
い
。
周
辺
の
活
断
層
に
よ
る

地
震
の
震
度
は
、
６
弱
と
想
定
し
て
い

る
。被
害
は
、津
波
に
よ
る
死
者
６
人
。

建
物
倒
壊
に
よ
る
死
者
39
人
と
想
定
し

て
い
る
。

問
②
地
震
発
生
時
の
市
民
に
避
難
の

呼
び
か
け
は
。
避
難
場
所
の
生
活
環
境

は
。
水
、
食
料
、
ト
イ
レ
の
準
備
は
。

高
齢
者
、
視
覚
障
が
い
者
、
車
い
す
生

活
者
、
避
難
所
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確

保
は
。
救
援
物
資
の
輸
送
体
制
は
。
交

通
イ
ン
フ
ラ
復
旧
の
体
制
は
。

答
避
難
所
の
寒
さ
対
策
は
、
当
面
ス

ト
ー
ブ
を
使
用
す
る
。
食
料
、
飲
料
な

ど
の
生
活
必
需
品
を
確
保
す
る
た
め
２

政
まさ

平
ひら

 智
とも

春
はる

▪�

活
断
層
の
存
在
と
影
響
に
つ
い
て

▪�

能
登
半
島
地
震
と
同
程
度
の
地
震

が
起
き
た
と
き
の
対
応
に
つ
い
て
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